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船舶事故調査報告書 

 

                            平成２６年１１月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２６年１月２６日（日） １１時００分ごろ～２７日

（月） ０９時２５分ごろの間） 

発生場所 不明（北海道奥尻
おくしり

町松江
ま つ え

漁港沖～奥尻町青苗
あおなえ

岬南南東方沖の間） 

事故調査の経過  平成２６年１月２７日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡し

たため行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート 第三孝
たか

丸、０.３トン 

 なし、個人所有 

 不詳、ＦＲＰ 

 不詳 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７８歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免 許登録日 昭和５０年１２月５日 

  免許証交付日 平成２４年６月４日 

         （平成３０年６月２日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 船外機に濡損 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、たら等一本釣りの目的で、平成２

６年１月２６日１０時００分ごろ松江漁港を出港し、１１時００分ご

ろ家族へ風が強くて帰れない旨の連絡をした後、２７日０９時２５分

ごろ、青苗岬灯台から真方位１６０°８.９海里付近で、転覆した状

態で漂流しているところを捜索中の青苗救難所所属船に発見された。

 船長は、１０時０５分ごろ本船が発見された付近の海域において、

漂流しているところを発見されたが、搬送先の病院で死亡が確認され

た。 

 本船は、１１時３０分ごろ、僚船にえい
．．

航されて奥尻町青苗港に帰

港した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 雪、風向 北、風力 ９ 

海象：波高 約５ｍ 

 奥尻町には、１月２６日０４時１９分に風雪・波浪注意報が発表さ
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れ、本事故時、継続中で、奥尻地域気象観測所の観測データによれ

ば、２６日１０時００分における平均風速が０.４m/s で、１１時１０

分には１４.２m/s に達していた。 

 その他の事項  本船は、和船型の磯船で、漁船として使用されていたものを船長が

譲り受けたものであったが、日本小型船舶検査機構の検査を受けてい

なかった。 

 本船は、漁船登録抹消前の漁船原簿によれば、平成２年９月に進水

し、登録長５.４５ｍ、幅１.２２ｍ、深さ０.４２ｍであった。 

 本船は、僚船にえい
．．

航されて帰港した際、船内に馬力数１５のガソ

リン機関を備えていた。 

 船長は、大工仕事のアルバイトの傍ら日曜日等に趣味の釣りに出て

いた。 

 本船は、船長の親族が乗る漁船邦丸と共に松江漁港を出港した。 

 青苗救難所は、船長の家族等から報告を受け、２６日１３時０２分

ごろ、海上保安庁に本船及び邦丸が予定時刻を過ぎても帰港しない旨

の通報を行った。 

 船長は、発見されたとき救命胴衣を着用していた。 

 ２６日１１時３０分ごろの青苗港では、吹雪で視界が約１００ｍ以

下に制限された状態であった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

あり 

 船長の死因は、溺水と検案された。 

 本船は、２６日１１時００分ごろ船長が家族へ風が強くて帰れない

旨の連絡をした後、２７日０９時２５分ごろ青苗岬南南東方沖におい

て、転覆した状態で漂流しているところを発見されたことから、この

間において船長が落水したものと考えられるが、落水した状況を明ら

かにすることはできなかった。 

原因  本事故は、松江漁港に向けて帰港中、船長が落水したことにより発

生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・出港前に気象海象情報を確認し、荒天が予想される場合は、出港

を見合わせること。 

 

 


